
第２号様式（第４条関係） 

（表面） 

 令和３年 ８月  １日   

鹿児島県知事   殿   

                     住所 鹿児島県○○市○○町１－２３

                                   ○○農業協同組合

氏名 組合長 鹿児島 太郎

                        法人その他の団体にあっては， 

                        主たる事務所の所在地，名称及 

                 び代表者の氏名 

自主回収終了報告書 

年  月  日に報告した，下記の食品の自主的な回収については，終了し 

たので，鹿児島県食の安心・安全推進条例第 20条第４項の規定により下記のとおり報告し  
ます。 

回収をした食品の商品名

(名称) 

鹿児島県産きゅうり 

回 収 の 終 了 年 月 日 令和３年   ７月  ３１日 

回収をした食品の数量

「スーパー○○」等，計 20 店舗に回収。 

（別紙の販売先回収リスト参照） 

出荷数量：３本入り×150 袋

記入例 



（裏面） 

回 収 に 至 っ た 原 因

残留農薬自主検査により基準値を超える成分が検出され

たため。 

再発防止のために講じた

措置 

組合員へ農薬適正使用啓発チラシの配布。 

 各地域の関連部署へ本事例を挙げて注意喚起を行う予定。

回収をした食品の保管場

所及び処分等の方法 

○○農業協同組合 第２倉庫に全量保管。 

全量産業廃棄物として廃棄処分。

処 分 等 を 行 う 予 定 時 期
令和３年８月５日頃

担当者所属部署及び担当

者名 

○○農業協同組合  ○○部 山田      

鹿児島県○○市○○町１２－３４

         電話番号０９９（○○）１２３４

注１ 「回収をした食品の数量」欄については，複数のロット（一の期間内に一連の工程

により均質性を有するように生産をされた食品の一群をいう。以下同じ。）がある場合

は，ロットごとの数量を記入してください。

２ 「回収に至った原因」欄については，自主回収着手報告書の提出後に新たに判明し

たものについて記入してください。


